





































































































































































































































































































獨協埼玉高校の位置する越谷市では、2013 年 9 月の竜巻災害が発生し、市内の中学校体
育館で活動中の生徒が軽傷をおった。2015 年 9 月の関東東北豪雨では鬼怒川が決壊し、茨
城県常総市を中心に大きな被害があった。越谷市においても学校の最寄り駅であるせんげ
ん台駅前の冠水は 80 ㎝に達し、鉄道は運休、学校も臨時休校になった。これらを当時の新
聞記事等を使って状況を説明した(第 1 図)。2017 年 7 月に講義を受けた高校 1 年生にとっ
て 2013 年は小学校 6 年、2015 年は中学 2 年の時の出来事であり鮮明な記憶があるだけに
導入教材としては有意義であると考えられる。 
 













































































次に、学校周辺の 5 枚の地形図を提示する。1910（明治 43）年、1956(昭和 31)年、1970(昭
和 45)年、2002（平成 13）年、そして現在である。1910（明治 43）年の地形図からこの地
域はほとんどが水田で集落が点在するのみであることが読み取ることができる。また、1956
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とをいう。越谷では 1 時間雨量が 30 ㎜を超える「激しい雨」はどのくらい発生しているの
であろうか。1978 年から 5 年ごとに日数を数えると、2000 年代になってから急速に増加
していることがわかる。近年、雨の降り方などは明らかに変わっているのである。 
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Education for Sustainable Development in high school
― A lecture on “Period for Integrated Studies” at Dokkyo Saitama High School ―
AKIMOTO, Hiroaki
“Period for Integrated Studies” aims to carry out comprehensive learning that goes beyond the boundaries of 
existing subjects, in order to develop the ability to learn and think by themselves, so-called “living ability”. 
At Dokkyo Saitama High School, a theme is set for each grade. At first grade of high school, the theme is 
“environment”. As the part of this, at Dokkyo University in early July every year the lecture is given by a faculty 
member of the Institute of Environmental Symbiosis. For several years, the author is in charge of this. This paper 
reports the outline of this lecture. The lecture is aimed at improving students’ environmental mind. I picked up 
subjects dealing with subjects such as “Japanese language”, “geography”, “history”, “earth science”, etc. so that 
they can be reduced to learning of each subject. 
高等学校における持続可能発展教育
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